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第１問　次の（１）・（２）の文を読んで、問いに答えよ。

（ 1）　ローマ帝国としばしば争ったパルティア王国は東西の交易路をおさえて繁栄し、中国では（Ａ）

の名で知られた。イラン高原南部のペルシア人たちは 3世紀にパルティア王国を滅ぼし、ササン朝ペ

ルシアをおこした。 2代皇帝シャープール 1世は、ａ西方ではローマ帝国と争ってローマ皇帝を捕虜

とし、東方にあっては（Ｂ）を攻めてインダス川西岸まで支配領域を広げた。内にあっては中央集

権的な政治体制を整備するとともに、ゾロアスター教を国教として国家統一をすすめた。 6世紀に全

盛を迎えたがｂ皇帝ホスロー 1世の死後、帝国は混乱し、ニハーヴァンドの戦いでイスラーム勢力に

敗れて、まもなく滅亡した。

問 1　文中の（Ａ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 1

1　大宛	 2　烏孫	 3　柔然	 4　匈奴	 5　安息	

問 2　文中の（Ｂ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 2

1　マガダ国	 2　サータヴァーハナ朝	 　 3　グプタ朝

4　クシャーナ朝	 5　ヴァルダナ朝

問 3　下線部ａに関連して、 4世紀後半にササン朝の領域にふくまれない都市を、次のうちから一つ

選べ。 3

1　エクバタナ	 2　クテシフォン	 3　イスファハーン

4　ペルセポリス	 5　サマルカンド

問 4　下線部ｂについて、532年に彼と平和条約を結んだ東ローマ皇帝は誰か、次のうちから一つ選べ。

4

1　レオ 2世	 2　ヨハネス 2世	 3　バシレイオス 1世

4　ユスティニアヌス大帝	 5　コンスタンス 2世
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問 5　ローマで異端とされ、ササン朝下では活動が許可されたキリスト教の一派は何か、次のうちか

ら一つ選べ。 5

1　ネストリウス派	 2　十二イマーム派	 　 3　アリウス派	 4　アタナシウス派

（ 2）　次の表は中国史の秦から隋までの変遷を表している。

秦 ａ前漢 新 ｂ後漢
魏

西晋

五胡　

十六国
ｃ北魏

　隋

A
東晋 ｄ南朝

呉

問 6　表中のＡに入る国名を、次のうちから一つ選べ。 6

1　氐	 2　羌	 3　羯	 4　周	 5　蜀

問 7　下線ａの武帝の政策としてふさわしくないものを、次のうちから一つ選べ。 7

1　焚書・坑儒による思想統制をおこなった。

2　董仲舒の提案により、儒学を官学とした。

3　張騫を西方の大月氏のもとに派遣した。

4　地方長官の推薦による官吏の任用をはかった。

問 8　下線ｂの文化の説明としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。 8

1　景教の伝来を記念して、大秦景教流行中国碑が建てられる。

2　製紙法が改良され、木簡や竹簡に代わり普及する。

3　インドへ渡った僧法顕が、旅行記を著す。

4　散文がさかんになり、四六駢儷体が流行する。
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問 9　下線ｃに関連して、石像や石窟寺院のある雲崗・敦煌・竜門は地図のなかのいずれにあたるか、

正しい組み合わせを、次のうちから一つ選べ。 9

ア
イ

ウ

黄

長

河

江

0 500㎞

東シナ海

南シナ海

吐谷渾

柔然

と よく こん

〔南朝〕
宋

〔北朝〕
北魏

百済 新羅
倭

高句麗

1　ア　雲崗　・　イ　敦煌　・　ウ　竜門

2　ア　雲崗　・　イ　竜門　・　ウ　敦煌

3　ア　敦煌　・　イ　雲崗　・　ウ　竜門

4　ア　敦煌　・　イ　竜門　・　ウ　雲崗

5　ア　竜門　・　イ　雲崗　・　ウ　敦煌

6　ア　竜門　・　イ　敦煌　・　ウ　雲崗

問10　下線ｄの社会の説明としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。 10

1　この時代のいずれの王朝も貴族勢力が優勢で、皇帝権はふるわなかった。

2　この時代は北朝との戦乱により人口が減少し、開発も進まなかった。

3　この時代に、青銅器の鋳造法を改良して製鉄が普及し、農具が発達した。

4　地方の市場は、この時代に鎮、市とよばれる小商業都市に発展した。
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第2問　次の文を読んで、問いに答えよ。

　　ａゲルマン人の大移動の結果として、西ローマ帝国は滅亡し、ゲルマン部族によるフランク王国が

誕生する。西ヨーロッパ全域にまたがる領土を獲得したｂカール大帝の死後、フランク王国は西フラ

ンクと東フランクに分裂した。その国境は現在のドイツ語とフランス語の境界線とほぼ一致した。東

フランク王国では962年にザクセン公国から出た（Ａ）が神聖ローマ皇帝として教皇から戴冠された。

これがドイツ人による第一帝国の始まりであり、帝国はナポレオンによって解体される1806年まで、

延々と存続した。神聖ローマ帝国には首都がなく、皇帝はニュルンベルクなど帝国内の拠点にある城

を移動しながら統治していた。皇帝は世襲ではなく、ｃ 7 人の選帝侯による選挙によって選出された

が、やがて形骸化して、1438年以降はハプスブルク家による世襲となった。

　　ｄルターの宗教改革に端を発したプロテスタントとカトリックの領主や民衆の争いは、ｅ三十年戦

争という国際紛争にまで発展していった。この戦争によってドイツの国土は荒れ果て、人口は半減し

た。戦争終結後、ドイツは300余りの諸侯と帝国都市に対して、独立国家としての権利が与えられた。

これにより、領邦国家とよばれる中小国が乱立する状態になり、ドイツは、近代的統一国家を着々と

形成していくイギリスやフランスに大きく遅れをとった。

　　ナポレオンの支配により、民族意識が高まったドイツでは、彼の失脚後、35の君主国と 4つの自治

都市によるドイツ連邦が形成された。その盟主の座を争ったのが、ハプスブルク家と新興勢力の（Ｂ）

であった。戦いに勝利したプロイセンのもとに、ｆ1871年、ドイツ帝国が誕生した。しかし、第一次

世界大戦の敗戦で皇帝は退位し、この帝国は半世紀をもたずに崩壊した。

問 1　文中の（Ａ）に入る人名を、次のうちから一つ選べ。 11

1　フリードリヒ 1世	 2　フランツ 1世	

3　カール 5世	 4　オットー 1世

問 2　文中の（Ｂ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 12

1　メディチ家	 2　ルクセンブルク家	 3　ホーエンツォレルン家

4　ウェセックス家	 5　ブルボン家
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問 3　文中の下線部ａに関連して、ヴァンダル族の移動を示すものを地図中から一つ選べ。 13

北海

黒海

バルト海

大　西　洋

ブルターニュ半島

アイルランド
スコットランド

ウェールズ

地　中　海

ローマ

カルタゴ アンティオキア

コンスタンティノープル

イェルサレム

トレド

フランク

フランク王国

1

2

3

4
5

6

問 4　文中の下線部ｂについて、彼に関係することとしてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。

14

1　イベリア半島のイスラーム勢力を攻めて、ブランデンブルク辺境伯領を設置した。

2　諸国から高名な学者を招いて研究にあたらせ、イタリア=ルネサンスを現出させた。

3　北東のザクセン人やアジア系アヴァール人と戦い、その地を併合していった。

4　サン=マルコ大聖堂において、教皇レオ 3世からローマ皇帝の冠を授与された。

問 5　文中の下線部ｃについて、 7選帝侯にあたらないものを、次のうちから一つ選べ。 15

1　マインツ大司教	 	 2　ザルツブルク大司教

3　トリーア大司教	 	 4　ケルン大司教
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問 6　下線部ｄに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 16

ア�　ルターは、行為より信仰を上位に位置づけ、カトリックの善行重視の考えが、教会の腐敗の

原因の一つであるとした。

イ�　ルターは、1571年に「九十五カ条の論題」を発表したほか、新約聖書のドイツ語訳を完成さ

せた。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤

問 7　文中の下線部ｅに関連して、この戦争ののちに結ばれた講和条約について述べた文としてふさ

わしいものを、次のうちから一つ選べ。 17

1　スイスとベルギーの独立が国際的に認められた。

2　フランスがアルザスの一部とロレーヌを獲得した。

3　デンマークが西ポンメルンを獲得してバルト海の制海権を得た。

4　アウグスブルクの和議の原則が確認され、カルヴァン派の信仰も公認された。

問 8　文中の下線部ｆに関連して、Ａ、Ｂ、Ｃの出来事を歴史順に並び替えたものを、次のうちから

一つ選べ。 18

Ａ　独露再保障条約が締結される。

Ｂ　社会主義者鎮圧法が可決される。

Ｃ　社会民主党が成立する。

1　Ａ→Ｂ→Ｃ	 2　Ｂ→Ｃ→Ａ	 3　Ｃ→Ａ→Ｂ

4　Ａ→Ｃ→Ｂ	 5　Ｃ→Ｂ→Ａ	 6　Ｂ→Ａ→Ｃ

問 9　文中の下線部ｆの翌年、バイロイトへ移住し、バイエルン国王ルートヴィヒ 2世の協力をえて、

楽劇を創作した人物を、次のうちから一つ選べ。 19

1　ヴァーグナー	 2　ヴェルディ	 3　シューマン

4　リスト	 5　ブラームス
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第3問　次のアメリカの歴史に関係する文を読んで、問いに答えよ。

　　17世紀初めから、イギリスは北アメリカで活発な植民活動をおこない、13の植民地を建設した。

ａ七年戦争後、イギリス本国は重商主義政策で財政難を乗り切ろうとしたが、戦争中に結束を強めた

植民地は自治権の侵害と受けとり、ボストン茶会事件がおこって情勢は緊迫した。

　　前年の武力衝突に続いて戦闘が拡大するなかで、1776年、植民地の代表者たちによる（Ａ）は、

ｂ独立宣言を発表した。結局、イギリスは（Ｂ）でｃ13の植民地がアメリカ合衆国として独立する

ことを承認し、ミシシッピ川以東の地を合衆国にゆずった。

　　ｄアメリカはヨーロッパ大陸との相互不干渉を方針として、1823年、モンロー教書を発表したが、

これは、その後長く続くアメリカ合衆国の外交政策の基本となった。経済はアメリカ =イギリス戦

争を境にしてイギリスへの依存から自立した。また、西方につぎつぎと領土を拡大し、ｅアメリカ=

メキシコ戦争に勝利すると、カリフォルニアなどを獲得した。

　　ｆ合衆国の南部では黒人奴隷による綿花・タバコのプランテーションが発達し、奴隷制の維持と自

由貿易論が強かったが、工業地帯の北部では、自由な労働力確保のため奴隷廃止論と保護関税論が強

く、両地域の利害は対立した。共和党出身のリンカンが大統領に当選すると、南部はアメリカ連合国

を結成して、ここに南北戦争がおこった。

問 1　文中の（Ａ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 20

1　連邦会議	 2　関税同盟	 3　国民議会	 4　大陸会議	 5　総裁政府

問 2　文中の（Ｂ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 21

1　ローザンヌ条約	 2　ジュネーブ条約	 　 3　パリ条約	 4　ロンドン条約

問 3　下線部ａに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 22

ア　プロイセンがオーストリア継承戦争で失ったシュレジエンを奪回しようとした。

イ　フランスとオーストリアは古くからの因縁を捨てて同盟を組んだ。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤
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問 4　下線部ｂに関連する説明としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。 23

1　三権分立を特色した世界初の独立宣言文が起草された。

2　この年の 7月 4日、首都ワシントンで発表された。

3　ジェファソンやジョン=ロックによって起草された。

4　イギリス国王ジョージ 3世による権利の侵害を列挙した。

問 5　下線部ｃについて、13の植民地にあたらないものを、次のうちから一つ選べ。 24

1　ミネソタ	 2　ペンシルヴェニア	 3　ニューヨーク

4　マサチューセッツ	 5　コネティカット

問 6　下線部ｄに関連して、独立したラテンアメリカ諸国のうち、トウモロコシや小麦の生産のほか、

牛肉輸出も盛んになってゆたかになった国を、次のうちから一つ選べ。 25

1　ハイチ	 2　キューバ	 3　ブラジル	 4　メキシコ	 5　アルゼンチン

問 7　下線部ｅに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 26

ア　同じ年にフランスの大統領ルイ=ナポレオンがクーデタにより皇帝となった。

イ　同じ年にドイツ統一と憲法制定のためフランクフルトで国民議会が始まった。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤

問 8　下線部ｆに関連して、新しい州の誕生に際し、北緯36度30分を境界線とし、その北は自由州、

南は奴隷州としたものを、次のうちから一つ選べ。 27

1　反トラスト法	 2　ミズーリ協定	 3　カンザス=ネブラスカ法

4　プラット条項

問 9　下線部ｆに関連して、合衆国を白人の共和国にするため解放奴隷の移住先として建設された植

民地を、次のうちから一つ選べ。 28

1　リベリア	 2　ニュージーランド	 　　 3　ジブチ	 　 4　コンゴ



― 9 ―

問10　下線部ｆに関連するＡ、Ｂ、Ｃの出来事を歴史順に並び替えたものを、次のうちから一つ選べ。

29

Ａ　南部諸州がアメリカ連合国を結成する。　

Ｂ　ホームステッド法が制定される。

Ｃ　ストウが『アンクル=トムの小屋』を発表する。

1　Ａ→Ｂ→Ｃ	 2　Ｂ→Ｃ→Ａ	 3　Ｃ→Ａ→Ｂ

4　Ａ→Ｃ→Ｂ	 5　Ｃ→Ｂ→Ａ	 6　Ｂ→Ａ→Ｃ
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第4問　次の文を読んで、問いに答えよ。

　　1880年代以降のａ欧米先進諸国は、アフリカについでアジア・太平洋・カリブ海地域へと進出をは

かり、植民地を拡大していった。しかし、ドイツの植民地再分割の要求をまえに、既得の利権を守ろ

うとするイギリス・フランス・ロシアは結束し、両者の対立軸はアフリカ・アジアからオスマン帝

国・バルカン地域へ移動していった。この間、欧米の帝国主義の攻勢下におかれたイスラーム世界や	

ｂインド・中国、ラテンアメリカ地域では、ｃ辛亥革命やｄメキシコ革命が示すように、多面的な近

代化によって外圧に対抗しようとし、20世紀の民族運動の形成を準備した。

　　第一次世界大戦後、アメリカ合衆国はｅワシントン会議を開いて各国の利害を調整したが、世界恐

慌が発生すると、国際協調体制は崩壊した。アメリカ合衆国のニューディール政策やイギリス・フラ

ンスのブロック経済体制に対して、ドイツ・イタリア・日本などの後進資本主義諸国は統制色の強い

全体主義体制をとり、軍事力をもって植民地の再編成を企てた。このため、ヨーロッパでは反ファシ

ズムの抵抗運動が生まれ、ｆアジアでは独立と解放のための運動がおこった。

問 1　下線部ａについて、アフリカ大陸東部のソマリランドを分割した 3国を、次のうちから一つ選

べ。 30

1　ベルギー・フランス・イギリス

2　フランス・イギリス・イタリア

3　イギリス・イタリア・スペイン

4　イタリア・スペイン・ポルトガル

問 2　下線部ａについて、20世紀初めイギリス領でなかった太平洋地域の諸島はどこか、次のうちか

ら一つ選べ。 31

1　ソロモン諸島	 2　フィジー諸島	 3　パラオ諸島

4　トンガ諸島	 5　サモア諸島

問 3　下線部ａについて、アメリカ合衆国がラテンアメリカ諸国との経済協力を促進するために第一

回パン=アメリカ会議を開催した年におこったできごとを、次のうちから一つ選べ。 32

1　朝鮮で甲午農民戦争がおこる。

2　パリで第 2インターナショナルが結成される。

3　エジプトでウラービー運動がおこる。

4　オスマン帝国でミドハト憲法が発布される。
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問 4　下線部ｂに関連して、20世紀に入ってこの地の民族運動を率いたガンディーをよぶ尊称を、次

のうちから一つ選べ。 33

1　シパーヒー	 2　ヒラーファト	 3　サティヤーグラハ	

4　マハートマ	 5　スワラージ

問 5　下線部ｃに関連するＡ、Ｂ、Ｃの出来事を歴史順に並び替えたものを、次のうちから一つ選べ。

34

Ａ　清朝最後の皇帝である宣統帝溥儀が退位した。

Ｂ　孫文らは東京で中華革命党を結成した。

Ｃ　民営鉄道の国有化に反対して四川で暴動がおこった。

1　Ａ→Ｂ→Ｃ	 2　Ｂ→Ｃ→Ａ	 3　Ｃ→Ａ→Ｂ

4　Ａ→Ｃ→Ｂ	 5　Ｃ→Ｂ→Ａ	 6　Ｂ→Ａ→Ｃ

問 6　下線部ｄに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 35

ア　1910年にマデロやサパタらが革命をおこし、フアレス大統領を追放した。

イ　1917年に制定された憲法で土地・地下資源・水を国家管理とすることが定められた。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤

問 7　下線部ｅに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 36

ア　この会議における九カ国条約の締結により、石井・ランシング協定は破棄された。

イ　この会議における四カ国条約の発効によって日英同盟は解消した。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤
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問 8　下線部ｆに関連する説明文としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。 37

1　西安事件で蒋介石は張学良を拘束して、内戦の停止と抗日の提案を受け入れさせた。

2　チャンドラ=ボースは武力による独立をめざし、日本の支援でインド国民軍を組織した。

3　ファン=ボイ =チャウはベトナム民主共和国の独立を宣言し、初代大統領になった。

4 �　抗日運動が激化したフィリピンは共和国として独立し、ホセ=リサールが初代大統領となっ

た。


